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           アルコール依存症のメカニズム 

      ･････なぜほどほどに飲めないのか？ 節酒ではだめ？？････ 

 

１ アルコールは、体の中でどのように代謝されるか？ 

   アルコール ⇒ アセトアルデヒド ⇒ 酢酸
さくさん

         燃焼
ねんしょう

（CO2+H2O） 

         ↑          ↑            脂肪蓄積
ちくせき

 

        ＡＤＨ       ＡＬＤＨ２ 

 摂取
せっしゅ

したアルコールは、主に小腸で吸収され、約 90％が肝臓で酵素
こうそ

の働きによりアセトアルデ

ヒドから酢酸
さくさん

に分解され、その後、身体活動のエネルギーとして燃焼するか、皮下脂肪・内臓脂肪

として体のあちこちに蓄積
ちくせき

されます。このアルコールが代謝されるまでの間に、血液を通して脳へ

運ばれ、神経細胞に働きかけて「酔い」の薬理作用が現われます。 
 

２ 人はなぜ酒（アルコール）を飲むのか？ 

 酒を飲む（嗜
たしな

む）ようになったきっかけ・理由は、人それぞれ異なると思いますが、「ひとこと

で言えば、心地
ここち

よい『酔
よ

い』を得るため」という人が多いでしょう。『酔う』と人は、悩み、重苦

しい気分から解放され、不安もとれて、明るい気分になれます。また、人付き合いが緊張して十分

なコミュニケーションが取れなかった人も、思ったことが自由に話せて、明るい対人交流ができる

ことなどの効能があります。ジュースがいかに美味
お い

しくても、このような効能
こうのう

はありません。 
 

３ 『酔い』のからくり ･･･依存と耐性
たいせい

･･･ 

 アルコールの主な薬理作用である『酔い』は、アルコールが脳内のドパミン神経系を直接賦活
ふかつ

し

て、明るい気分、意欲・快活さを一時的にもたらすことで得られます。ドパミン神経系は、物事に

熱心に取り組み、目標が達成されたときの充実感・快感にも密接に関連し、脳内
のうない

報酬
ほうしゅう

系
けい

と呼ばれ

ています。 

 明るい気分、快感がアルコールによって手軽に得られるため、繰り返しアルコールを摂取
せっしゅ

するう

ちに、摂取行動を止められなくなってしまう現象を依存と言います。一方、摂取行動を続けている

うちに、ドパミン受容体の感受性が低下してきます。これを依存物質への耐性
たいせい

と呼びます。すなわ

ち、アルコール摂取を毎日続けているうちに、耐性によって、同じ量では期待していた『酔い』が

得られなくなり、より多くの量を飲んで、期待した『酔い』を得ようと徐々に飲酒量が増します。 
 

４ 依存から依存症へ 

 また、一旦、ある物質へ依存してしまうと、その対象物質がないと、ドパミン神経系の活動が低

下した状態となり、不安やイライラした不快な気分が続きます。このため、依存の対象物質を摂取

し気分を紛
まぎ

らわせようとしますが、より多くの量を摂取しなければ心身の安定が保てないようにな

り、物質を摂取することに最大の価値を置くようになります。その結果、心と体の健康、財産を損
そこ

ねても物質を摂取しようとします。これが依存症です。アルコールにとらわれた状態となり、飲酒

行動を自らコントロールできなくなったのがアルコール依存症です。 
 

５ アルコール依存症とはどんな病気？ 

             

          

   

           

ローマ時代の哲学者セネカ（B.C.1～A.D.65）：「“酔っ払い”という言葉には２つの意味があり、１つは

ワインを飲んで自分自身をコントロールできなくなった人間のことであり、もう１つは、酔うことが習慣に

なりその習慣の奴隷
どれい

となった人間のことである」 

学習テーマ 

① 誰でもかかる病気です。           

③ 「否認」をともなう病気です。          

⑤ 治癒はありませんが、回復はできます。   

⑦ 回復には助けが必要です。           

② 飲酒のコントロールを失う病気です。 

④ 進行性で放っておけば死に至る病です。 

⑥ 家族を巻き込む病気です。 

⑧ 一生つきあってゆく病気です。 
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    0   「適正」飲酒            依存症の成立         依存症の末期状態  20-40年 
 

６ 詳しく分かってきた依存症のメカニズム ･･･精神依存と身体依存･･･ 

アルコール依存症のメカニズムは、３節の『酔い』のからくりで述べたように、アルコールが脳

内のドパミン神経系を賦活
ふかつ

し、心地よさが得られるため、常に心地よさを得ようとアルコール摂取

を続けることによって、依存が形成され、耐性によって摂取量が増える中で、摂取
せっしゅ

を自ら止めるこ

とができなくなって依存症の状態になります。このように、依存症のメカニズムには、脳内ドパミ

ン神経系が長年にわたるアルコール摂取で刺激され続け、ドパミン受容体が減少し衰弱
すいじゃく

した状態

が基盤に存在します。同時に、8節で紹介しますが、長年の飲酒により、テトラヒドロイソキノリン(サ

ルソリノール)という麻薬
まやく

によく似た作用のオピオイド物質が、アルコールの摂取によって体内で作ら

れるメカニズムができ上がり、より強い依存が形成されることが分かってきました。 

依存には、精神依存と身体依存とがあり、依存症となっても、当初は、アルコールが切れた時に

飲酒欲求が出現する状態(精神依存)であったのが、さらに摂取を続けていると、アルコールが切れ

た際、発汗、動悸、イライラ感、手指の振るえなどの離脱症状(禁断
きんだん

症状)が現れるようになります。

摂取をやめると離脱症状が現れる状態を身体依存と呼びます。 
 

７ アルコール依存症の治療とは？ 

アルコール依存症の治療薬として、抗酒剤(シアナマイド、ノックビン)が広く用いられていること

は、すでに勉強されたことと思います。米国では、渇
かつ

酒
しゅ

症状を和らげる薬剤として、麻薬拮抗
きっこう

薬(ナ

ロキソン、ナルトレキソン等)が用いられていますが、効果は限定的です。依存症のもとになる物

質から安全に離れ、心身の健康を高めてゆく確かな治療法として、心理社会療法(集団精神療法、

認知行動療法など)があります。当院で行っている学習＆交流ミーティング、エンパワーメントミ

ーティングも上記心理社会療法のひとつです。また、社会の中で、多くの仲間とともに、アルコー

ルからの回復を目指し話し合う自助グループ(断酒会、AA など)への参加も有用です。頭で理解し

てもそれにとどまらず、実際の生活に十分に応用してゆく力と支えを得ることが大切です。 

「博学而篤志、切問而近思」（子
し

夏
か

：B.C.5ｃ）：博
ひろ

く学びて篤
あつ

く 志
こころざ

し、切に問いて近くを思う。 

 
８ 依存症治療と断酒 ･･･節酒ではだめ？･･･ 

 アルコール依存症の治療は、断酒が原則です。節酒
せっしゅ

は短期間であれば可能なこともありますが、

その後、依存状態が再燃
さいねん

し、治療を必要とする状態へ戻る方
かた

が大半です。かつて米国で節酒療法を

主張する団体がありましたが、代表が飲酒運転の上、重大な死亡事故を起こし、その団体は解散し

ました。いったん依存の状態が成立すると、何年断酒していたとしても、飲酒を再開すると、適量

にコントロールされた飲酒を維持することはきわめて困難で、もとの依存の飲酒パターンへ戻って

しまいます。この背景には、依存症になる経過の中で、アルコールの代謝
たいしゃ

産物
さんぶつ

であるアセトアルデ

ヒドが脳内ドパミンと結合してテトラヒドロイソキノリン(THIQ)というオピオイド物質に変化し、依存

性を一層強めていることが分かってきました。すなわち、いったん依存症になると、急速に依存状

態に戻ってしまうような体質の変化が生じていると考えられます。 
 

９ アルコール依存症と心の病気 

 アルコール依存症は、うつ病や不安
ふあん

障害
しょうがい

とも密接
みっせつ

な関係を持っています。うつ状態、不安に対

する薬物療法、精神療法の併用
へいよう

が治療の手助けになることも少なくありません。 

「二杯酒呑酒
さけさけをのみ

」 「一杯人呑酒
ひとさけをのみ

」 「三杯酒呑人
さけひとをのむ

」 
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  アルコール健康障害（依存症）の治療と回復について 
１． 交通

こうつう

整理
せ い り

 
飲まないでいるシラフの状態ができても、長い間に身につけてしまった考え方から足を洗うこと

は難しい。依存症が進行している間にできた問題や、不都合で不適切な考え方を整理しておく。

① 優先順位の混乱：借金の催促
さいそく

、家賃の取り立て、夫婦関係の修復
しゅうふく

、就職問題、子どもの非

行、事故の後始末など種々雑多な問題がある。解決には適切な優先順位がある。

② 高すぎる要求水準：酒をやめはじめたアルコール依存症者の多くは、猛烈
もうれつ

な勢いで今までの

遅れを取り戻そうとする。気ばかり焦って、まだ体力や判断力は本物ではない。

←あせらず、あわてず、あきらめず（背伸びせず）。達成可能な目標をさがして着実
ちゃくじつ

に。

表 断酒者の心理状態（Zimberg,S によるものを改変）

第１段階（数か月） 「私は飲むことはできない」（外的コントロールを必要とする）

第２段階（半年～３年） 「私は飲みたくない」（コントロールの内在化）

第３段階（３～５年） 「私は飲む必要がない」（葛藤
かっとう

の解決）

＊ ３年間、何としても酒を飲まない、その後は飲まないでいける。つらいのは最初の２～３年。

 
２． 治療過程とアルコール・アディクション治療プログラム（ARP） 
アルコールをはじめとする依存症者の治療は、2～3か月間の解毒

げ ど く

とあわせた教育期間を設定し、

積極的に断薬の動機づけと各種リハビリテーションの活動にあてています。

（１）導入期：依存状態から脱したいことを確認する。タイミングが大切。

家族内危機への対応。健康障害を持ち依存症と診断できる人の治療への導入。家族教育。

（２）脱 習 慣期： 
①前期(離脱期

り だ つ き

)：薬物の強迫的、連続的使用を終結すると、種々の離脱症状が現われる。離脱症状

の管理をするときに、アルコール依存症に関連した身体合併症の治療を並行して行なう。

②後期(渇望期
かつぼうき

)：離脱症状が消 褪
しょうたい

すると、強い薬物への渇望
かつぼう

が起こる。不安感、イライラ感を伴

ない不平・不満が多くなる。また、落ち着きを欠き、短気で怒りっぽくなる。

→ 個人、集団 精神療法、運動療法、作業療法。生活リズムの改善、体力の回復をはかる。

（３）断酒継続期
けいぞくき

リハビリテーション ：アルコールや依存性薬物のない生活習慣の確立。

ささいな葛藤
かっとう

、抑うつ、不安感、心気状態などがアルコール・薬物の再摂取につながりやすい。

まわりが暗くて明かりの見えないトンネル現象への対応と、時々みられるスリップしたときの対

応をどうするかが問題である。

 
３． 自助グループへの参加 

自分を一人の「アルコールに対して無力で生きていくことがどうにもならなくなった」アルコー

ル依存症者と認める。同じ問題に悩むもう一人のアルコール依存症者との出会いを大切にする。

自助グループでは、運営上の役割分担は別にして、相互に平等である。決められた時間と場所で

開かれる集会（ミーティング）の中で、自分の体験を話し、他人の体験を聞く。大事なことは、「足

を使う」。次第に「耳ができてくる」。←ふだん見えない自分、考えたくない自分が、他人の姿を借

学習テーマ 
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りてハッキリと見えてくる。

断酒の 3 本柱：専門医療機関への通院、抗酒剤の服用，自助グループ 
＊「自分は酒を飲めない・飲むのをやめた」と「断酒

だんしゅ

宣言
せんげん

」すると 本柱となります。 
 
４． 人間関係の回復 

何年か断酒が継続し、自助グループに出ながら立ち直った人をみると、生きている世界、ものの

考え方、他人に対する接し方、全てが別人のようであるのを知る。飲んでいるときは、酒を飲むこ

とだけしか頭になく、それ以外のことは遠くの背景としてしか視野に入らなくなっていた。

☆飲んでいたときの考え方：仕事や飲酒が中心であり、極端
きょくたん

で非現実的な考え方で対処していた 
 
 
 
 
 
 
依存が進行すると，他人と接するのが苦手となり、｢対人恐怖｣のような日常生活を送る。他人と

長い期間にわたってのほどほどの付き合いができない。悪い面がみえてくると、もう受け入れられ

なくなって、逃げ出す。←人間関係や物事には，良い面と悪い面の両面があることを受け入れる

 
悲哀のプロセス 喪

も

の作業 ：  
 

☆回復に取り組んでいるときの考え方：“ほどよさ”と 魂
たましい

思いやり、人間性の成長

 
 
 
 
 
 
＊ 飲んで作ってきた人間関係を自らくずし、やがて、修復

しゅうふく

された新しい人間関係ができてくる。

 

 

 

ショック → 抵抗（否認、怒り、取引）

→ 抑うつ、悲哀感

→ 自立（積極的受容）

家族との関係回復： 
配偶者や親による「過干渉、非難

ひ な ん

、排除
はいじょ

、無視
む し

」など嫌
いや

な感情に

包まれた態度から余計に飲酒することになっていたかもしれない。

お互いが、自分が優位に立って、相手を支配し思うとおりにさせ

ようとする綱引
つ な ひ

きをやめ、自分の世話をまずやっていく（自律
じ り つ

）。

これまでの悪循環
あくじゅんかん

を断ち、「自分に正直になる」ことから、「今日
き ょ う

一日
いちにち

」あるいは「一日断酒」の生活がはじまる。新しい考え、新し

い関係を発見していきましょう。

① 一度思い立ったら、もう後戻りできずただ無我夢中。 ←短気で猪突
ちょとつ

猛進
もうしん

する熱中家

② 物事は白と黒だけ、灰色で我慢しなければならないと不安で落ち着かなくなる。←白黒思考

③ 完全主義、原則
げんそく

至上
しじょう

主義できわめて高い理想をかかげている。 ←達成感のない完璧
かんぺき

家

④ 頑固で融通
ゆうずう

がきかない反面、強い者にはいたって弱い権威主義的傾向。 ←片意地と一徹

⑤ 人に対して気を回し、自己
じ こ

卑下
ひ げ

的、何か事があると他罰
た ば つ

的になる。 ←孤立感と対人恐怖

 

① あるがままの自分を認め、許すという｢自己肯定感｣が育ってくる。 ←健康な自己愛

② 自分の生活に自信が生まれ、余裕と落ち着きを得られるようになる。 ←ゆとりと平安

③ 他人の親切や声かけを素直に受け入れられるようになる。 ←共感と率直さ

④ “今日一日”の生活を送り、手近な目標を設定することができる。 ←建設的な行動

⑤ 与えられた愛情が、貴重なものであると感じ、深い感謝のこころが生まれる。 ←愛と感謝










